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補助金の適正化　市民意見募集　集計結果 意見提出人数 218人

廃止 縮小 休止 現状維持 拡充 その他 廃止 縮小 現状維持 拡充 その他

20 小規模事業者指導事業補助金（千葉商工会議所） 3 3

21 広報活動推進事業補助金（千葉商工会議所） 3 3

22 千葉商工会議所青年部女性会活動推進事業補助金 3 3

商工会議所関係補助金　小計 9 9

23 小規模事業者指導事業補助金（土気商工会） 3 3

24 広報活動推進事業補助金（土気商工会） 3 3

土気商工会関係補助金　小計 6 6

25 千葉市中央卸売市場協力会補助金 3 2 1
○受益者負担で実施すべき
○この内容で公益性があるとは言えない

○環境衛生事業以外は自助努力
をすべきで、補助金は必要ない

26 千葉市学校保健会事業補助金 22 1 1 17 2 1 ○受益者負担で実施すべき
○自主財源のウェイトをアップさ
せ市の補助率は1/2を限度とすべ
き

○類似事業・代替機関はなく、自主財源
にもできないため、現状維持すべき
○児童生徒の健康増進を図るために
は、学校医・学校歯科医・学校薬剤師と
の連携・協力が必要不可欠で、財源がな
い中では補助金が必要

○新学習指導要領では、食育・安全が加わ
るなど、今まで以上に健康増進が求められ
るため、逆に事業をもっと充実させるべき

○各学校の運営管理の中に入れてもよ
いように感じられ、中央会的なものはなく
てもよいのでは

3 区老人クラブ連合会育成事業補助金 2 2

4 老人クラブ育成事業補助金 5 1 2 1 1

5 老人クラブ連合会育成事業補助金 2 2

老人クラブ関係補助金　小計 9 5 2 1 1

6 一般社団法人千葉市身体障害者連合会補助金 2 1 1 ○受益者負担で実施すべき
○本来はなくてはならないものであるは
ずだが、現状なら必要性が高いか疑問

16
ガールスカウト日本連盟千葉県支部千葉地区協議会事業補助
金 6 2 1 2 1

17 日本ボーイスカウト千葉県連盟千葉地区事業補助金 6 2 2 2

ガールスカウト・ボーイスカウト関係補助金　小計 12 4 1 2 4 1

15
千葉市社会教育関係団体事業補助金
（海洋尐年団千葉市連盟事業） 3 2 1

○受益者負担で実施すべき
○なぜこの団体だけ優遇するのか理解に苦
しむ。

○個人の意思で加入・活動する
のだから、団体への補助金は員
数で算定すべき

8 青尐年育成委員会活動事業補助金 5 1 1 1 2

9 青尐年相談員活動事業補助金 3 2 1

10 青尐年ブロック活動育成事業補助金 3 2 1

千葉市青尐年健全育成事業補助金　小計 11 5 1 3 2

11 市子ども会育成連絡会事業補助金 3 2 1

12 子ども会交歓大会補助金 2 2

13 子ども会地区連絡会事業補助金 4 1 1 2

14 単位子ども会事業補助金 161 2 30 127 2

子ども会関係補助金　小計 170 7 31 130 2

1 高原千葉村給食事業補助金 2 2 ○受益者負担で実施すべき

2 千葉市町内自治会連絡協議会運営補助金 4 2 1 1

○受益者負担で実施すべき
○本来この会は連絡・協議の会であり、活
動資金は構成単位たる自治会から会費・負
担金を集め運営されるべき

○内容的には広報や研修の見直しは必
要であるが、そこで捻出できた分は地区
連協への交付額を増やし、町内自治会
の充実・加入率の増にもむけるべき。

○会員増のためにしおり等を作成して加入
促進を図っているが、自主財源がないため
補助金は絶対必要

18 民間保育園協議会補助金 4 3 1

19 千葉市保育協議会補助金 3 3

保育協議会関係補助金　小計 7 6 1

7 社団法人千葉市幼稚園協会研修事業等補助金 23 2 7 14
○受益者負担で実施すべき
○市の補助の必要性そう高いとはいいがた
い

○教諭の資質は園児に影響するため、
研修事業費は充実すべき
○補助金のおかげで、実のある研修に
無料で参加できる

○教諭の資質は園児に影響するため、研修
事業費は充実すべき
○研修費の見直しは保護者の幼稚園に対
する期待やニーズに逆行する
○子育てを安心してできる千葉市のため
に、増額すべき

- その他 4

287 54 7 62 154 6
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○受益者負担で実施すべき
○市よりの補助の必然性がない
○必要があれば商工会が捻出すればよい

18
日
（水）

○受益者負担で実施すべき
○規則・内容を見直し、不公平がないように
すべき
○老人クラブ関係は本来地域密着型のもの
で、上部団体はいらない

○老人福祉は多岐に手厚く行わ
れており、財政難の中でこれ以上
の支出は不要
○受益者負担で実施すべき

○単位老人クラブについては、地域の他
団体との交流のためにも絶対必要

○老人クラブはニーズが減っているし、
他団体との公平性からも見直すべき

17
日
（火）

○受益者負担で実施すべき
○市よりの補助の必然性がない
○必要があれば商工会議所が捻出すれば
よい

19
日
（木）

○受益者負担で実施すべき
○なぜこの団体だけ優遇するのか理解に苦
しむ。

○個人の意思で加入・活動する
のだから、団体への補助金は員
数で算定すべき

○地域で子供たちを育てる一翼を担って
いるボーイスカウト運動は必要不可欠
○指導者の講習会の費用に使われてお
り、無駄遣いはされていない

○景気の後退等による会費収入の減尐で
保護者の負担は増加するばかりで限界
○補助金は協議会の運営ではなく、全て教
育活動に活用されており、縮小、廃止は直
接スカウト及びその家庭、また成人指導者
の負担増につながる

○本当に支援を必要とする子供に税金を
使う方が大切ではないか

○受益者負担で実施すべき
○補助金を統合すべき

○現況は前年踏襲になっている
のでは。子どもの声を取り入れた
企画を。

○学区を超えたブロック事業を行うには、
行政が補助金を保障する必要
○青尐年相談員は完全にボランティアの
ため、事業費として補助金が必要
○補助金はボランティアによる活動を支
えている

○地域の協力で子供を健全に育てるために
は、今年度以上の予算が必要
○青尐年の健全育成のベースであり絶対必
要。但し関連項目を整理すべき。

○受益者負担で実施すべき
○子ども会活動そのものは必要と考える
が、上部組織は不要。
○財政面で補助がなくても実施可能

○子供達が楽しみにしており、補助を尐
なくされると困る
○補助金を統合すべき
○縮小の場合は、それを補うようなサー
ビスをしてほしい

○子ども会に代替可能な受け皿の構築は
不可能に近く、縮減されてはならない
○子供会の運営に必要であり、補助金を拡
充してほしい
○子ども対象の補助がなぜ対象となるのか
不明。

○同じ団体に同じように補助することが、
健全育成に一番有効なのか
○「自発性を尊重し子供達が参画する子
供会活動」への補助金であってほしい

20
日
（金）

○広く市民に実施している事業とは言えな
い
○受益者負担で実施すべき
○財務状況から補助金を支出する必要はな
い

○保育士の研修は不可欠で、個々よりも協
議会が実施したほうが効果的

○補助金チェックシートの内容だけでは情報不足。もっと市民に分かりやすい必要情報をのせるべき
○補助金はいったん全て廃止し、検証したうえで、必要なものは復活すればよい

合計


